































































前年の 195 億 8,900 万ポンドの黒字から 17 億 6,500 万ポンドの赤字に転
じるとともに、第一所得収支全体も 196 億 4,500 万ポンドの黒字から 21




は過去最大の 357 億 5,600 万ポンドの赤字を計上し、それとともに第一所
得収支も過去最大の 370 億 1,600 万ポンドの赤字に達している。
　第六に、第二所得収支は 1960 年から一貫して赤字を続けており、赤字

































額がピーク時の 2007 年の 1,010 億 7,300 万ポンドから直近の 2015 年の
664 億 9,900 万ポンドと 345 億 7,400 万ポンド減少しているのに対し、支














































万ポンドのうち、68 億 700 万ポンドと最大シェアの 23%を占めるのがド
イツであり、これに続くのが 18%のアイルランドとルクセンブルクであ
る。このうち、ドイツに対しては第 5表の始点である 2005 年にすでに 47
億 8,300 万ポンドの赤字を計上しており、対EU赤字のベースを形成して
いる。アイルランドに対しては 2008 年に赤字に転じて以降 2015 年まで
赤字を継続させているが、ルクセンブルクに対しては赤字に転じたのは
2012 年と 3 国のなかでは一番遅い。しかし、急速に赤字を増大させ、
2015 年には対アイルランドと同水準の赤字に達している。

























アを占め、2005 年も前者が 29%に対して後者が 47%と最近 10 年間ほぼ















前者が 59%後者が 41%であり、2005 年には前者が 55%後者が 45%とほ
ぼ同じ割合で推移している。一般政府による支払の首位はEU機関への
拠出であり、2015 年ではそれが一般政府からの支払の 63%を占め、それ
に次ぐのが二国間援助の 19%である。2005 年にはそれぞれが 69%、11%
であり、これもほぼ同じ割合で推移してきているが、一般政府による支





が 36%を占めている。2005 年にはそれぞれ 57%、37%であったが、「そ





きているが、第二所得収支総額自体が 2005 年の 279 億 1,500 万ポンドか

















　第二に、ヨーロッパ・アジア・アフリカの赤字の 3地域のなか 2015 年
に赤字額が最も多いのが 1,040 億 6,500 万ポンドのヨーロッパであり、ア








時点では対EUの赤字が 394 億 7,000 万ポンドに対して、対EFTAの赤
字が 246 億 9,300 万ポンドと接近していた。しかし、2012 年以降対 EU
の赤字が急増する一方で対 EFTAの赤字が急減し、2015 年では対 EU
の赤字が 894 億 6,800 万ポンドに対して対 EFTAの赤字が 105 億 4,300
万ポンドと前者が後者の 8倍以上に達している。したがって、2012 年以
降のイギリスの商品貿易の赤字（ひいては貿易赤字全体）の主因は、対































EFTAのそれを上回ったため、2015 年には対 EUの黒字が 209 億 3,200
























　これによれば、直近の 2015 年の対 EUの商品貿易赤字 894 億 6,800 万
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ポンドのうち、313 億 900 万ポンドと最大シェアの 34%を占めるのがド
イツであり、これに続くのが 16%のオランダ、さらにベルギー（10%）、
イタリア（8%）、フランス（7%）、スペイン（5%）が続く。このうち、ド
イツに対しては第 5表の始点である 2005 年にすでに 165 億 8,200 万ポン
ドの赤字を計上し、対EU赤字の 42%に達しており、それ以降一貫して
対EU赤字の最大を記録し続けている。前述（Ⅲ . ⑴①）のように 2012
年以降対EUの商品貿易赤字が急増するが、2013 年における対EUの商
品貿易赤字分 694 億 800 万ポンドのうち、対ドイツが 270 億 1,200 万ポ
ンドと 38.9%、対オランダが 98 億 300 万ポンドと 14.1%、対イタリアが





と、ドイツの場合 2011 ～ 2015 年の期間に輸出が 43 億 9,000 万ポンド減
少したのに対し、輸入は 107 億 1,800 万ポンド増大しており、輸入の増大
が主因の赤字増大である。オランダの場合、同期間に輸出が 81 億 2,200
万ポンド減少したのに対し、輸入の増大は 28 億 1,500 万ポンドにすぎず、
輸出の減少が主因の赤字増大である。ベルギーの場合、同期間に輸出が
46 億 9,200 万ポンド減少したのに対し、輸入の増大は 15 億 9,600 万ポン
ドにすぎず、オランダの場合と同様に輸出の減少が主因の赤字増大であ
る。イタリアの場合、同期間に輸出が17億6,300万減少しているのに対し、
輸入もほぼ同額の 17 億 6,400 万ポンド増大しており、輸出減少と輸入増
大が均等に作用した赤字増大である。フランスの場合、同期間に輸出が
45 億 5,500 万ポンド減少したのに対し、輸入の増大は 11億 700 万ポンド
にすぎず、オランダ・ベルギーの場合と同様に輸出の減少が主因の赤字
増大である。スペインの場合、同期間に輸出が 10 億 4,200 万ポンド減少
	 イギリスの EU離脱と経常収支
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しかし、対EU全体では、同期間に輸出が 315 億 6,100 万ポンド減少した
のに対し、輸入の増加は 184 億 3,700 万ポンドにとどまり、輸出の減少が
主因となって赤字を増大させていた。
　したがって、2015 年の商品貿易収支赤字の最大相手国はドイツである








商品貿易赤字の急増期である 2011 ～ 2015 年に生じたのか、を示したの
が第 10 表である。2015 年における輸出品目のうち、額の大きい上位 10
















子機器・テレビ等」でそれぞれ 2兆 652 億 3,700 万ポンド、2兆 64 億 2,300
万ポンドとほぼ同額の減少額を記録している。第11表でみられるように、
これら両品目は 2011 ～ 2015 年の期間にEUから輸入を急増させており、
同期間における輸入増加額は、それぞれ 1兆 1,522 億 6,700 万ポンド、1




宝石・真珠等」で、減少額は 1兆 6,653 億 3,200 万ポンドに達している。








品」である。この輸出減少額自体は 427 億 1,400 万ポンドと他の上位品目
と比較して少ないが、第 11表でみられるように、2011 ～ 2015 年の期間




イギリスからEUへの輸出が 10 兆 648 億 800 万ポンド、EUからイギリ
スへの輸入が 10 兆 573 億 6,800 万ポンドと輸出入がほぼ同額だったのに
対し、2015 年には、イギリスからEUへの輸出が 10 兆 220 億 9,400 万ポ




ある 2011 ～ 2015 年に生じたのか、を示したのが第 11 表である。2015
年における輸入品目のうち、額の大きい上位 10品目を抽出し、その品目
の 2011 年と 2015 年の輸入額を比較して増減を算出している。
　輸入増加額が最も大きいのは「自動車・自動車部品・同付属品」であり、
増加額も11兆 612 億 2,100 万ポンドと 2位の「医療製品」の 2倍弱に達
している。第 10 表でみられるように、2011 ～ 2015 年の期間にイギリス
からEUへの輸出も増加させているが、その輸出増加額は 8,499 億 5,100
万ポンドにすぎない。その結果、2015 年における同品目のイギリスから
EUへの輸出額が 14兆 6,476 億 7,400 万ポンドに対し、イギリスのEUか
らの輸入額が 43 兆 1,566 億 200 万ポンドに達し、「自動車・自動車部品・
同付属品」関してはイギリスの輸入超過が一層進展し、イギリスの価格
競争力が低下したことを意味している。輸入増加額が大きい第 2位は「医
療製品」である。これは、前項①で確認したように、2011 ～ 2015 年に
イギリスからEUへの輸出を減少させており、イギリスの価格競争力の
低下を表している。輸入増加額が大きい第 3位は、「電子機器・テレビ等」
で、1兆 5,147 億 1,500 万ポンドの増加額を記録している。前項①で確認
したように、この品目は 2011 ～ 2015 年の期間にイギリスはEUへの輸
出を急減させている。EUへの輸出減少とEUからの輸入増大という事実
は、この品目の価格競争力がEUと比較して低下したことを意味している。
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輸入増加額が多い第 4位は、「光学機器・医療用機器等」で、増加額は 1
兆 4,492 億 800 万ポンドに達している。この品目は、第 10 表でみられる
ように、2011 ～ 2015 年の期間にイギリスはEUへの輸出を増加させてい

















































に対してすでに 2006 年から赤字に転じており、2012 年以降 EUに対す
る赤字を急増させている。とくに、ドイツ・ルクセンブルク・アイルラン
ドに対しての赤字が大きい。
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第１０表　イギリスの対EU商品貿易の主要輸出品目（2011・2015年）
第１１表　イギリスの対EU商品貿易の主要輸入品目（2011・2015年）
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